
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.90-91　アフリカが抱える課題とその取り組み
2．目標　⑴　アフリカ州が抱える課題とその対策について、多面的・多角的に理解できる。
	 ⑵　アフリカ州の発展のために必要な支援について追究し、考察することができる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「深刻な食料不足
が起きたジンバブエへ
の食料支援の様子」を
題材にし、本時の課題
をつかむ。

２．予想した内容を話
し合い、学習課題への
見通しを持つ。

○　食料支援の写真を見せながら、
本時への導入を図る。
○　ＷＦＰ（国連世界食糧計画）
のマークから食料支援であること
を説明し、後ろに置かれている大
量の袋から、食料不足が深刻であ
ることに気付かせる。

〇　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た	
せる。

展
　
　
開

３．アフリカ州が抱え
る課題について、背景
とともに理解する。

　⑴　食料不足

○　資料から気付いたことを挙げ
させる。
◆　総人口に占める栄養不足の人
口の割合が 30％以上の国のほと
んどがアフリカ諸国であることに
気付かせる。
◆　モノカルチャー経済と食料の
生産との関連に気付かせる。

〇　栄養不足により伝染病などの
被害も深刻になるなど、さまざま
な問題につながることを考えさ	
せる。

評価との関連 指導のポイント

知識・技能 ・アフリカ州の抱える課題ついて、人口の増加や農業の特色を踏まえて理解している。

思考・判断・表現 ・アフリカ州の発展のために必要な支援について、多面的・多角的に考察している。

主体的に学習に
取り組む態度 ・�アフリカ州の抱える課題に関心を持ち、必要な支援の在り方を主体的に追求しようとしている。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント

何をしている様子だろうか。

栄養不足の人口割合が高いのはどの地域だろうか。

アフリカ州で食料不足が起こってしまうのはなぜ
だろうか。また、その解決方法として何が考えら
れるだろうか。

栄養不足の人口割合が高いことにより、どのよう
な問題が起こることが考えられるだろうか。
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学習課題：�アフリカ州の国々は、どのような課題を抱えており、その解決と発展に向けて、どのように取り
組んでいるのだろうか。

30％以上
15～30
5～15
5％未満
資料なし

栄養不足の人口の
割合（2016～18年）



展
　
　
　
　
　
　
開

　⑵　都市人口の増加

４．アフリカの支援や
発展に向けた取り組み
について理解し、支援
の在り方を考察する。

○　アフリカ諸国では都市化が進
み、都市への人口移動が急速に進
んでいることを確認させ、その課
題を考えさせる。
◆　環境問題や衛生問題などの問
題が発生していることを考察さ	
せる。
〇　都市へ移動する理由も考察さ
せる。

○　写真から、アフリカへの支援
の在り方について追及させる。
◆　食料を直接援助するのではな
く、栽培方法を指導していること
に気付かせ、その背景も考察させる。
○　食料支援と、栽培方法の指導
の支援は、バランスよく行われる
ことが重要であることを理解さ	
せる。

○　日本は持続可能な取り組みに
対する支援を行っていることに気
付かせる。

整
　
　
　
理

５．本時のまとめをする。

６．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　物やお金の支援だけではなく、
技術やインフラの整備、人材育成
などの支援や、持続可能な発展に
向けた支援が大切であることを説
明できたか確認する。

〇　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

節
の
振
り
返
り

７．「節の問い」への
振り返り活動を行う。

〇　「節の振り返り」へ記入させ、
次節の学習へつながりを持たせる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

この節で学んだことから、次の節の学習に生かせ
ることを考えてみよう。

図を見て気付いたことをまとめ、それにより起こ
る問題を考えよう。

これは何をしている写真だろうか。

このような方法のメリットを考えてみよう。

アフリカ州の国々の発展のためには、どのような
支援の在り方が大切なのか、説明しよう。

アフリカ州の国々では、特定の産物に頼る経済が、
地域にどのような影響を与えているのだろうか。

 地図帳 p.43 ②エ
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　国土の大部分がサヘル（→p.85）に位置するニジェールでは，生ごみを利
用して緑化を進める日本人研究者の取り組みが注目されています。
　ニジェールでは人口増

ぞう
加
か
による都市の ごみ問題が深

しん
刻
こく
で，首都ニアメ

では毎日 1000t 以上の ごみ が出ます。家庭から出された生ごみ には，
野菜くず など，植物の生育に必要な栄養が含

ふく
まれています。そこで，都

市部の ごみ を農村部の砂
さ
漠
ばく
化
か
が進行している地域にまくと，ごみ が強風

で飛ばされてくる砂
すな
を受け止め，ごみ の養分や生物の働きなどによって

植物が育ち，荒れた土地の緑化が進められます。さらに，ごみ からでき
た草地を牧

ぼく
畜
ちく
民に放牧地として利用してもらい，家

か
畜
ちく
の糞

ふん
を落とすことで

土地を豊
ゆた
かにし，樹

じゅ
木
もく
や農作物を育てる取り組みも行われています。

　このような，現地の人々が持続的に続けられる緑化の取り組みは，都市
における ごみ問題の改

かい
善
ぜん
や農村における食料増

ぞう
産
さん
だけでなく，農民と牧

畜民の間の土地をめぐる紛
ふん
争
そう
を防

ぼう
止
し
することにもつながっています。

持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な発
はっ

展
てん

への支
し

援
えん

〜サヘルの緑化への挑
ちょう

戦
せん環境

6　ごみを利用した
サヘルの緑化の取り
組み（ニジェール）
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①砂漠化が進む土地に都市部のごみをまく

②ごみをまいた2年後に草地ができた様子

③ごみからできた草地に放牧された家畜

砂

漠

化放
牧
の
し
す
ぎ

牧
畜
民

ぼ
く
ち
く

耕
作
の
し
す
ぎ

農

民
②表土が流出，
土地がやせる

①何度も同じ作物
を栽培
さいばい

か ちく は かい
①家畜の増加 ②草地の破壊

4　人間の活動が砂
さ
漠
ばく
化
か
を

引き起こす例　人口増
ぞう
加
か
に

よって過
か
度
ど
な耕
こう
作
さく
や放牧な

どが行われると，植物が育
たない やせた土地になり，
砂漠化が進みます。
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